
東日本大震災の復興に向けて東日本大震災の復興に向けて東日本大震災の復興に向けて
～ 私たちは3.11を忘れない　支援の輪をつなげよう ～～ 私たちは3.11を忘れない　支援の輪をつなげよう ～連合三重

　３月11日14時46分に発生した東日本大震災からはや半年が経過しました。この間、連合三重は３月12日に
「連合三重災害対策本部」を立ち上げ、情報提供、救援カンパ活動、ボランティア派遣を行なってきました。
被災地は日ごとに明るさを取り戻しつつありますが、復興には長期的な支援が必要です。これからも連合
三重は東北の復興に向けて息の長い支援活動を進めていきます。

◆「連合三重災害対策本部」の主な活動
①情報提供
ホームページによる情報提供、土森会長メッセージや機関紙号外を発行しました。

②救援カンパ活動
駅頭や街頭、ホームページを通じてカンパ活動を行い、連合本部へ送金しました。
ご協力ありがとうございました。５,０7８,５４２円（８月31日集約）　

③ボランティア派遣（9月13日現在）※本部要請に基づく産別派遣は除きます。
・「連合救援ボランティア」や現地運営スタッフに連合東海ブロック枠で３名派遣。
・「みえ発！ボラパック」参加者579名のうち、組合員は70名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（男性61名、女性９名）

④「みえ災害ボランティア支援センター」の活動支援
・復旧、復興支援活動のため300,000円を寄付
・岩手県山田町への組合員のボランティア参加の呼びかけ

引き続き参加を呼びかけていますので、参加希望の方や興味のある方は、
労働組合または連合三重までお問い合せください。

①情報提供
ホームページによる情報提供、土森会長メッセージや機関紙号外を発行しました。

②救援カンパ活動
駅頭や街頭、ホームページを通じてカンパ活動を行い、連合本部へ送金しました。
ご協力ありがとうございました。５,０7８,５４２円（８月31日集約）　

③ボランティア派遣（9月13日現在）※本部要請に基づく産別派遣は除きます。
・「連合救援ボランティア」や現地運営スタッフに連合東海ブロック枠で３名派遣。
・「みえ発！ボラパック」参加者579名のうち、組合員は70名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（男性61名、女性９名）

④「みえ災害ボランティア支援センター」の活動支援
・復旧、復興支援活動のため300,000円を寄付
・岩手県山田町への組合員のボランティア参加の呼びかけ

引き続き参加を呼びかけていますので、参加希望の方や興味のある方は、
労働組合または連合三重までお問い合せください。

やま だ まち

◆「連合災害対策救援本部」の主な活動
①救援カンパ金
国内外から総額約８億2,000万円（９月12日現在）のカンパ金が寄せられ、義援金は岩手県、福島
県、宮城県に各２億円、茨城県、千葉県に各2,000万円を交付、その他連合救済活動費（ボランテ
ィア送迎バス代3,500万円）に充てられています。

②連合救援ボランティア活動（9月12日現在）
連合のボランティア隊も社協を通じて岩手県・宮城県・福島県で活動し、連合のボランティア派遣
は民間による団体ボランティアとして最大規模の派遣。ボランティア派遣は、第１陣が３月31日に
スタートし、９月18日出発の第24陣をもって終了しました。

※延べ人数　33,323名（人数×日数　実派遣者数　5,835名）実派遣者数 5,835名）

みえボラパックの支援活動みえボラパックの支援活動
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東日本大震災復興支援

連合三重からボランティア活動に参加された方々の声が届きましたのでご紹介します。

継続した息の長い活動に向けて支援の輪をつなげていきましょう。

ボランティア活動　参加者からの声ボランティア活動　参加者からの声

みえボラ第21便（8月17日～8月23日）
勝間　裕規（自動車総連・柳河精機労組）

　活動先の岩手県山田町は、海沿
いで三重とよく似た

漁業が盛んな所ですが、現地に到
着した時は震災前の

姿を想像することも難しいほど、
無残な状態となって

いました。復興のために少しでも
力になれるよう色々

な活動をしましたが、復興に向け
取り組んでいる山田

町の方達と接しているうち、反対
に自分が力をもらえ

たような気がします。

　学生から様々な職業の方と一つ
のチームとなり交流

もはかれ、参加して本当に良かっ
たと思っています。

みえボラ第19便（8月2日～8月3日）
土森　弘和（連合三重会長）

　出発前にボランティア教育
を受講し、

「みえボラ」の一員として瓦礫撤
去に従事。

現場では、被災者ニーズにより、
自分ので

きる事をやるだけで精一杯であっ
たが、チ

ームで支えあい安全に終えるこ
とができ、

被災地での温もりを感じた。日頃
は、連合三重の看板

を掲げ、その存在をアピールする
習性が身についてお

り、「連合三重」という意識が強
くあったが「ボラン

ティアの現場ではどうでもいいこ
と」である。この経

験を運動につなげたい。

みえボラ第15便（7月16日～7月21日）
金森　茂樹（電機連合・パナソニック電工労組四日市

支部）

　岩手県山田町での実働４日間、
汚れた写

真の洗浄や配給食糧の仕分け、ガ
レキ撤去

の作業を行いました。全国各地よ
り支援者

が来ていましたが、圧倒的人手不
足の状況

で復興への道のりは果てしなく長
いものに

なると肌で感じました。これから
も微力ではあります

が、『がんばれ東北』に協力して
いきたいと思います。

そして働く職場があり、仲間がい
ること、心と体を癒

す家と家族があることが当たり前
ではなく、感謝しな

がら毎日を送りたいと思います。

みえボラ第21便（8月17日～8月23日）
山本　愛（三教組亀山支部）

　震災から５ヶ月。初めて訪れた山
田町は更地

になったところが多く、復興が進ん
でいるよう

でした。重機でガレキを分解したり
、木材をチ

ップに変える作業などを目にしたり
しました。

しかし、ガレキ撤去の作業をしてい
ると掘り起

こした土の中から写真や卒業証書な
ど、個人の思い出の物

がたくさん出てきて、機械での作業
ではなく、人の手によ

る作業が必要な部分がまだまだたく
さんあると感じました。

　山田町の方から「ボランティアあ
りがとう」と声をかけ

ていただく機会がたくさんあり、逆
に元気をいただけたボ

ランティア活動でした。

みえボラ第10便（6月25日～7月2日）
　伊藤　弥生（全電線・住友電装労働組合四日市支

部）

　今回私は、ボランティアに初参
加でしたが、被災地

では多くの方々が今もなお日々不
安で困難な状況の中、

一生懸命前向きに頑張っている姿
を実際に見て・聴い

て・肌で感じることができ、本当
に良い経験になりま

した。普段の仕事では味わえない
チームワークでの達

成感や充実感を得られ、また現地
の方とコミュニケー

ションをとることにより自分自身
が大きく変わること

が出来たと感じています。

　少しでも興味があるなら自分自
身の成長の為に行く

べき！！とお勧めしたいです。　

みえボラ第10便（6月25日～7月2日）
中村　牧男（JEC連合・日本板硝子NGF労組）

　山田町の依頼にあったお宅に作
業に出か

けたとき、近くである衣料が店舗
再開に向

け準備を進めているところがあり
、復旧・

復興に向け一歩ずつ進んでいるの
に感動し

ました。今回、私の活動は微力で
はありま

すが、みえボラパックにより継続
して支援していくこ

とが大切であり、どんどん参加し
てほしいと思います。

連合救援ボランティア第12陣（6月27日～7月
3日）

金森美智子（連合三重 副事務局長）

 福島県会津若松の物資センター
にて、搬

入されてくる支援物資の仕分けや
、物資を

受け取りにくる被災者の方々の受
付や配付

作業を行いました。数ケ月に及ぶ
ホテルや

旅館住まいを強いられている方
から、「あ

りがとう」と声をいただき、地元
ボランティアの皆さ

んから、連合ボランティアが日本
各地から支援を続け

ていることへの感謝の言葉をもら
うなど、感動と同時

に頭の下がる思いがしました。長
期にわたる支援が必

要だと思います！！

みえボラ第10便（6月25日～7月2日）
森澤　淳（私鉄総連・三交労組伊賀支部）

　巨大津波の被害を受けた山田町
は壊滅状態で、何も

かもさらわれて場所によっては本
当に集落がここにあ

ったのかと疑ってしまうくらいで
した。震災から３ケ

月余り経って、がれきの撤去は徐
々に進んでいるもの

の、まだまだ計り知れない量のが
れきが残っています。

　復興には大変な労力と相当な時
間がかかると思いま

すが、ひとり一人ができること
をすることによって、

確実に一歩一歩と前に進んでいく
ものと確信します。

みえボラ第9便（6月18日～6月25日）
永井　一成（電力総連・中電労組）

　本格的なボランティアに参加す
るには初

めてなうえ、班長も仰せつかり、
不安でい

っぱいでした。しかし現地の方か
らの感謝

の言葉や、日に日に強くなるメン
バーのチ

ームワークなど確かなやりがいを
感じるよ

うになり、非常にいい経験をさせ
て頂いたと思います。

　１日も早い復興を心から願うと
ともに、引き続き支

援をしていきたいと考えておりま
す。

みえボラ第８便（6月11日～6月18日）
奥中　雄二（基幹労連・ユニバーサル造船津労組

）

　小学校の校庭で生徒達がリレー
をしてい

て一生懸命腕を振って走る生徒達
、そして

先生と生徒達が溢れんばかりの笑
顔を浮か

べるという光景を見た時は、とて
も感動し

ました。今思い感じることは、「
子供達の

明るい未来へバトンをつなぐ為に
も今、元気な我々が

頑張って働き、税金等を国に納め
少しでも早い時期の

復興につなげ、子供達が新たな未
来へ走り出せる環境

を創ってあげないといけない。」
という責任感です。

この経験を活かし、「絆」を大切
にし様々な難局を乗

り切りたいと思います。

みえボラ第８便（6月11日～6月18日）
三橋　光穂（JP労組・JP労組三重県連協）

　今回のボランティアに参加して
一番感動したことは、

社会全体が被災地を応援している
ことでした。また、

日本全国にボランティアを派遣す
る企業がたくさんあ

ること、ボランティアとして多く
の人たちが汗を流し

ていることでした。私ひとりの力
としては微々たるも

のでしたが、被災地の方々にとて
も感謝され、たいへ

ん嬉しく思いました。

　私は、「絆」という言葉に熱い
想いを感じ、今後も

いろんな形で被災地を応援してい
く決意です。

みえボラ第12便（7月4日～7月10日）
中山　直明（運輸労連・全日通労組）

　実際に被災地を目にした時、全
員が何も

言葉が出ず、じっと見ていたのを
すごく記

憶に残っています。ガレキ撤去な
どの作業

で被災された方のご家族と話をす
ることが

度々あり、震災時の詳しい状況を
聞いた時

は複雑な気分でした。しかし、現
地スタッフや被災さ

れた方が明るく元気なのも印象的
で、みんな辛い状況

の中で頑張っている姿に胸を打た
れました。テレビな

どで見る被災地と現地は全く違い
、本当に現地は大変

な状況です。貴重な体験をさせて
頂き、これからも復

興に協力していきたいと思います
。

みえボラ第18便（7月28日～8月3日）
真弓　照美（連合三重スタッフユニオン・ＭＩＥワーカーズ

クラブ）

　半年前まであったはずの防波
堤や家屋、

ＪＲ陸中山田駅だったとされる焼
け焦げた

土地、浸水したままの住宅街の跡
、そんな

光景を見て自分に何ができるのだ
ろうかと

不安になった私。しかし、山田町
ボランテ

ィアセンターで「明日へ進もう
!!やまだ」の張り紙を

見て、逆に勇気をもらいました。
微力でもみんなが力

を合わせて行動すれば必ず前に進
めるはず。そう信じ

て、今後も復興に向けた支援活動
を行っていきたいと

思います。

みえボラ第13便（7月8日～7月14日）
北村登史雄（国公総連・全農林労働組合野菜茶試分

会）

　参加を決めてから出発するまで
は不安もあったので

すが，このボラパックでは大型バ
スによる運行で安全

で快適に現地入りすることができ
，安心してボランテ

ィアに専念することが出来ました
。現地では被災者の

お宅の屋内外での瓦礫の撤去を中
心に活動しました。

今後，状況に応じ，活動内容は変
化すると思いますが，

復興に向けての闘いは始まったば
かりで今後も長期に

わたって続くと考えられます。被
災者の方との絆を大

切にして，このような活動を通じ
て息の長い支援を行

うことが重要だと感じました。

みえボラ第16便（7月21日～7月26日）
成川　達（自治労・鈴鹿市職労）

　町の海岸付近では、津波により
ほとんどの住宅は流

され、基礎部分が残っているだけ
でした。すでに大き

な瓦礫は撤去されていましたが、
その中でわたしたち

は、ガラス片やコンクリート片な
どの細かい瓦礫を土

嚢袋に詰める作業をしました。１
日に約８人で作業し、

やっと一軒分の瓦礫を片付けるこ
とができるというも

のでした。また、高く積み上げら
れた多くの瓦礫や車

のスクラップを見て、「これをど
のように処理するの

だろうか？」と思わずにはいられ
ませんでした。
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